
 
 
 

 
 
 
 

 令和8度のＰＴＡ活動が始まりました
 　４月２5日（土）に、今年度初めての授業参観と学級懇談会を行いました。お忙しい中、 

たくさんの保護者の皆様にご参加いただき、ありがとうございました。今年度も、学校と家庭・地域が連
携を図りながら、教育活動を進めて参りたいと考えております。ご支援・ご協力をお願いいたします。 

　　令和８年度ＰＴＡ役員（総務委員）の紹介（敬称略）

 会 長  １学年教養委員長

 副会長  ２学年教養委員長

 ３学年教養委員長
 書 記 

 ４学年教養委員長

 会 計  ５学年教養委員長

 会計監査  ６学年教養委員長

 校外指導委員  広報委員

 環境保健委員  交通安全父母の会

　　　令和7年度の役員（委員）の皆様、高野小学校の教育活動の発展にご尽力いただきありがとうござい 
    ました。今年度の役員（委員）の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

 お知らせとお願い
   登校時刻・送迎について

　朝、昇降口の開錠時刻は７時４５分です。時間に合わせて登校してください。 
　送迎のために学校敷地内に車を乗り入れることは、登下校中の児童と交錯し、危険なためご遠慮くだ
さい。けがや病気、学区外からの通学等、やむを得ない事情がある場合は、担任にご相談ください。 

   学校と家庭の連絡について

　欠席等については、ホーム＆スクールでご連絡ください。担任は、朝は連絡の確認のみ行い、放課後
に返事や連絡をいたします。 
　学校において、肩から上のけががあった場合には、安全面を重視し、すぐにご家庭に連絡いたします。
特に、頭部に関しては、こぶなどの症状がなくてもご連絡いたします。 

 
  「いじめ防止」に向けた取組について

　茨城県では、子どもたちが安心して楽しく学校生活を送れるよう、学校内外を問わずいじめがなくな
ることを目指し、「茨城県いじめの根絶を目指す条例」を制定しています。本校でも国や県、市の方針を
踏まえ、「高野小学校いじめ防止基本方針」を策定し、いじめゼロを目指しています。 
　いじめは、いつでもどんな場面でも起こり得るものです。児童が安心・安全な学校生活を送れるよう、
そして、児童の思いやりの心が育まれるよう、いじめの未然防止と対策を行ってまいりますので、ご協
力をお願いします。お子様のことで気になることがありましたら、担任にご相談ください。 

   虐待の通告義務について

　児童虐待防止法により、児童虐待の疑いがある場合には、学校は児童相談所等に通告することが義務
付けられています。児童から相談や訴えがあった場合や、傷・あざ等の外傷が確認された場合は、家庭
への連絡前に通告をいたします。ご了承ください。 
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  主な行事予定

  

１日（金） 全国学力・学習状況調査児童質問調査（６年）、心臓検診（1年） ２日（火） 交通安全教室（3･5･6年）
3日（水） 内科検診（4年）
4日（木） 委員会活動、歯科検診（1年）

読み聞かせ（1年）
10日（水） 内科検診（1･2年）

７日（木） クラブ活動 尿検査2次
13日（水） 通学班集会、尿検査１次 11日（木） 読み聞かせ（4年）
14日（木） 委員会活動、歯科検診（５年） 歯科検診（2･4年）

17日（水） 内科検診（3年）
20日（水） 運動会予行 18日（木） 読み聞かせ（2年）
21日（木） 委員会活動、歯科検診（６・４年） 19日（金） 内科検診（5年）
22日（金） 運動会前日準備、1～4年給食後下校 25日（木） 読み聞かせ（3年）
23日（土） 第55回運動会 クラブ活動 

29日（月） 校外学習（4年）
27日（水） 租税教室（6年）
28日（木） 月曜日課、歯科検診（3年） 
29日（金） 交通安全教室（1･2年）、内科検診（6年）
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4/8 第54回入学式 4/15　１年生初めての給食 4/15 １年生を迎える会

　4月23日に6年生を対象とした全国学力学習状況調査が実施され、国語の問題には「運動会
の季節です。」から始まるエッセイが取り上げられていました。 
　その文章は、運動会の季節になると気が重くなる、運動が苦手な人に向けたものでした。筆
者は、友人に誘われて始めたジョギングを通して、運動が苦手でもだんだん楽しくなり、「苦
手だけれど好きなこと」があると気づいたそうです。 
　文章では、「苦手」や「嫌い」と感じるものを遠ざけてしまう前に、なぜそう思うのかを整
理し分析することで、「苦手だけど好き」や「上手くいかないけれど、好きだからできるよう
になりたい」という思いにたどりつく可能性が示されていました。 
　一人一人の得意を伸ばす教育の中では、こうした側面は見過ごされがちかもしれません。 
　得意なことが伸びる喜びはもちろん大切ですが、不得意なことが好きになる喜びも、子ども
たちにたくさん味わってほしいと感じました。 
　


